
◎活動報告 

記、全国花き輸出拡大協議会事務局 
    
 

オンラインによる中国における日本産切り花の販路開拓、販促プロモーション 
                  
 
＊本事業は当初「中国西安における日本産切り花 PR 販売促進商談会」として計画されてい
たがコロナ禍で渡航が出来なくなり、中国と東京をオンライン（インターネット経由） で
結んで実施するよう計画を変更して実施した。 
 
 
① 目的 
切り花の消費が一番高い時期である旧正月向けに日本の花材のご提案とご説明を 12月にオ
ンラインにてデザイナーによるデモンストレーションや生産や流通状況の様子を動画で見
せることを実施し、日本産切花の認知度アップ、販路開拓、輸出量の拡大を目指した。 
 
② 実施内容 
・対象国：中国 
・対象品目：日本産切り花全般 
・実施期間：2020 年 12 月 3日（木） 
 
③ 実施体制 
参加者 
・日本全国花き輸出拡大協議会事務局 ２名 
・株式会社 太田花き 1 名 切り花市場 通訳兼 
・株式会社 大森花卉 1 名 輸出業者 
・株式会社 JTB 中国と日本とのコーディネーション 3 名 
・松村工芸（株）アンナサッカ東京スタジオ 4名 
・Hideyuki Niwa Design Studio  切り花デザイン 3名 
 
④ 内容 

準備 
花の需要が年に一番高まる中国の 1 月の下旬の旧正月時期にあわせて 12 月開催した。
対象は既存の取引先や見込み客で約 70 社に案内した。商談会の告知をするところから



始めた。開催の告知は中国のソーシャルワークネットワーク（SNS）WeChat、メールを
用いた。 
 
 SNS ウィチャットの告知ではデモの視聴や商談会参加の申込めるようにした 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
動画の作成 
オンラインで見せる映像として、現在中国で一番人気の高い商品枝物（アセビ、ドウダンツ
ツジ）の三重県の産地の様子を事前に撮影して当日に説明や解説を加えたものと、花の産地
の採花、集荷配送から市場でのセリの様子からお店に並ぶまでの流通の様子を紹介した動
画を作り配信もした。 
 
リハーサル 
11 月 20 日には参加者ほぼ全員がスタジオに入り、中国側とも結んでネット回線状況やカ
メラ映りや音声についての確認でリハーサルを実施した。 デザイナーによる商品説明や
作品内容についても確認を行った。 
 
 
 
 
第一部【旧正月向けの花材のご提案とご説明】 
・実施日時：2020 年 12 月３日 14:30～16:05 
・実施会場：アンナサッカ東京スタジオ 



・使用システム：WEBEX 
・参加数：22 社参加 
 
・実施内容： 
 １＞14:30～14:35 全国花き輸出拡大協議会 挨拶 
 ２＞14:35～15:05 大森花きより花材のご説明 
          花き卸売市場の動画配信 
          アセビ産地の動画配信 

 
 
３＞15:05～15:55 デザイナーによるデモンストレーション（５作品） 

  使用花材：サンダーソニア、ヤナギ、青もじ、トリテリア、スィートピー、グロリオサ 
 

 
  

                   
        

 
 
 
 



  4＞15:55～16:05 太田花きより花材のご説明 
 

 

  
第二部【商談会の実施】 
・実施日時：2020 年 12 月 3日 16:15～17:50 
・実施会場：アンナサッカ東京スタジオ 
・使用システム：WEBEX 
・参加人数：4 社参加  
・実施内容： 
 各社とオンラインにて商談を実施（各社 15 分づつ） 

  
 
 都合により当日に商談出来なくなった参加者 4社と後日電話やメールでのやり取りを 
 つづけた。 
 
 受注状況は旧正月用として約 300 万円の受注があった。またこのイベントを視聴した現
地輸入業者で大森花卉以外の帳合い先へ発注したという状況もいくつかみられた。中国で
実施する PR事業の場合によくあることだが、花や商品はその展示会や商談会で見て興味を
示すが実際の発注はその会社の既存の取引先に頼む、商談会を実施した大森花卉への発注
にならないというケースがある。参加会員への受注にはならないが、プロモーションや商談
会を実施すると対中国向け輸出量の増加に確実につながってきている、という状況が近年
顕著にみられている。 



 
当日の様子は中国の花の業界誌「中国花卉園芸」でも取り上げられ SNSでも配信された。 

 

 
 

 
 
◆オンラインイベントの成果と今後の取り組み課題 
 新型コロナウィルス感染症の影響により今回の日本産切り花のご提案、商談会を初めて
オンラインにて実施した。 
中国の参加者（イベント参加者、商談会参加者）からは日本産切り花について今回のオン

ラインイベントで多くを知る事が出来たとのご意見を多数頂戴した。 
全体の感想としては日本産切り花について中国参加者は大変興味をいだいていただき、是
非今回の日本産花材紹介の動画や、より詳細な花材の内容資料をいただきたいとの声があ
った。一方今回初めてのオンラインシステムとして WEBEX を利用した。そのシステムに
ついてはネット環境により画像が鮮明でないとの意見があった。また個別商談会の中では、
自国商品と比較して日本産切り花の料金が高額なこと、新型コロナウィルス感染症の中で
商品が通常通り届くか等の取引上の心配をされていた。 
 とはいえ中国市場を想定すると日本産花きの需要はまだまだ伸張すると考えられ、新型
コロナウィルス感染症が収まることが見通せないなかで次年度令和 3 年度以降は、本年度
のオンライン商談会、加えてオフライン商談会を融合させたプロモーションが輸出拡大に
は必須であると思われた。 
                                       



 
〇日本産花き商談会 
旧正月向けの花材ご提案とご説明  進行スクリプト 

 
日本产花卉商谈会 
面向农历新年花材建议以及说明 
 
14:00（日本時間）サイトオープン 
中国語でイベント開始時間の説明 
 
感谢大家参加今天的“日本产花材说明以及商谈会”。 
活动的开始时间为中国时间 13‘30. 
活动开始之前请大家确认通讯状态是否良好。 
如果您遇到任何不便请大家联系 JTB上海事务所。 
活动开始还有 ●● 分钟，请稍等片刻。 
 
14:30(日本時間)本番 
イベントスタート︓イベントのご説明 
 
大家好，感谢大家百忙之中参加今天的“日本产花材说明以及商谈会”。 
我是今天的主持人额尔敦其木格。 
本次活动由日本全国花卉输出扩大协议会主办。 
还有日本的株式会社大森花卉、株式会社大田花卉以及日本花艺大师丹羽英之先生参加。 
今天除了花材的说明以外还可以欣赏到丹羽老师带来的花艺展示。 
 
我们的活动时间为 13:30到 17:50 
13:30-15:00 为商品说明以及花艺展示 
15:15-17:50 为商谈会 
商谈会的时间，工作人员已经通知到各位。 
请按指定的时间来参加下午的商谈会。 
 
① 14:30-14:35（挨拶） 
首先邀请本次活动的主办方日本全国花卉输出扩大协议会齐藤先生讲话。 
 
事務局︓ 



皆様 こんにちは。 今日は平日のお忙しい中、日本産輸出用花きについてのご紹介、お申込み 
ご参加いただき誠にありがとうございます。 私は今回のオンラインイベントの事務局をしています全国
花き輸出拡大協議会と申します。 
 
大家下午好。感谢大家百忙之中参加本次活动。我是本次活动的主办方全国花卉输出扩大
协议会的齐藤。 
 
私ども全国花き輸出拡大協議会という団体は世界に日本産の花の良さをつたえて、輸出することを 
目的にしている、日本の農林水産省の補助をうけて活動をしている、輸出をしたいという会社約 70
社で構成されている団体です（私ども自体は会社ではありません） 
 
全国花卉输出扩大协议会，是向世界推广日本产，品质极高的花卉及促进出口为目的的
团体。所属协议会的约 70家公司以输出为目的，在日本农林水产省的协助下开展活动。 
 
普通は海外のいろいろな国でその国の展示会や商談会などに、実際に日本からお花を持っていきそ
こで紹介したり、商談もしています。これまでも中国でも、北京、上海、昆明、成都、広州、杭州、
大連、など開催してきました。 どこかのイベントでご覧になった方もいらっしゃるかと思います。 
 
我们通常会到国外的各个地方参加展会和商谈会。每次参加活动我们都会带上日本的鲜

花，在现地介绍并商谈。至今为止我们在中国的北京，上海，昆明，成都，广州，杭
州，大连，厦门等地举办了活动。可能我们在某些活动中已经见过。 
 
 
今年はコロナの影響で日本から渡航が難しいため、今回オンラインで展開することになりました。 
直接花に見たり、触れたりすることが出来ず、小さなモニターでご覧になるため、花の良さが十分に皆
様にお伝え出来ないこと、また、配信中に通信回線状況やなどに不具合が生じる可能性もあると思
いますがその点ご容赦下さい。 
 
今年因疫情我们没办法去中国举办活动。所以这次以云上介绍的方式来举办这次活动。 
很遗憾不能直接让您们看到这次我们准备的花，在屏幕上可能很难传达给大家日本产花
的高品质。而且活动中因为网络环境的问题，可能会发生传达不通畅的问题，希望大家
谅解。 
 
 



今日はこのあと、今旬でお正月に使えそうな花とその使い方をご紹介します。 使い方や飾り方につ
いてフラワーアーチストから、商品のお花については輸出業者の大森花卉様から説明します。 また
申し込みのありました一部の方とデモと説明の後にオンラインの商談も予定しています。それではお待
たせしました。リラックスしながら、日本産の花きについてのご説明、最後までご覧下さい。 
  
 
现在马上开始给大家介绍新年大家可能用到的鲜花以及使用方法。等一下会由花艺师丹
羽英之先生和大森花卉来介绍给大家。说明会结束后会有商谈会。 
 
好，现在我们正式开始今天的说明会。 
 
 
② 14:35-15:05（大森花き挨拶＆商品のご説明） 
谢谢齐藤先生 
那接下来我们邀请大森花卉的佐藤先生，给我们介绍商品。 
 
③ 15:05-15:55（デモンストレーション） 
谢谢佐藤先生的介绍。 
下面有请丹羽先生给我们带来的花艺展示。 
我们今天会给大家带来 4个作品。 
有请丹羽老师。 
 
④ 15:55-16:05（大森花きより商品のご説明） 
谢谢丹羽老师。 
接下来再次有请大森花卉的佐藤先生，给我们介绍商品。 
谢谢佐藤先生。 
 
イベント終了のご挨拶 
 
大家辛苦了，非常感谢各位的参加。我们的花材说明和展示到此结束，·从 15‘15 我们还

有商谈会，请申请商谈会的公司，按指定的时间来参加下午的商谈会。 
商谈会的链接跟说明会的链接是一样的。再次感谢各位的参加。 
 
 

以上 



事業実施報告 海外での日本産品のＰＲ ／ 海外販売促進活動、販路開拓の取組 
 
実施会員  株式会社フラワーオークションジャパン 
 
「ロシアモスクワでの日本産切花の展示・販売促進」（オンラインで実施） 
 
① 目的 
ロシアモスクワ花業界最大の B to B 商談会で、切り花・枝物の展示により、日本産花き認

知度の向上を主な目的としつつ、新規見込み客の獲得を狙い、日本産花きの PR を行う。 

 
② 実施内容 
・対象国  ロシア 
・対象品目 切り花 
・イベント名称   「ロシアモスクワでの日本産切花の展示・販売促進」 
・主催者の企業、団体名   フラワーオークションジャパン 
・実施期間   2020 年 9 月 8 日（火）～2020 年 9 月 10 日（木） 
・実施会場   Crocus Expo 
・対象者     ロシアの花業界関係者、一般来場者 
・訴求内容 
 日本産花きの認知度を上げ、実需者が日本産花きを知ることにより、購買意欲をあげる。 
・イベントの周知、ＰＲの方法 
  オンラインサイト、展示 
 
 
 
 
③ 実施体制 

・参加会員  株式会社フラワーオークションジャパン 1 人（国内） 
 
・その他 ロシア語通訳  
 
・現地の協力会社 
 
 
 
 



④実施の様子 
１）－１ ＰＲ展示内容 

名称 日本は花きの展示 
日程 2020 年 9 月 8 日（火曜日）～2020 年 9 月 10 日（木曜日）  

10：00 ～18：00 
実施場所 Crocus Expo 

 

 



 

１）－２ ＰＲ展示内容 
名称  日本側の花きの展示 



日程 2020 年 9 月 8 日（火曜日）～2020 年 9 月 10 日（木曜日）  
10：00 ～18：00 

実施場所 フラワーオークションジャパン 

 

 

１）－３ ＰＲ展示内容 
名称 オンラインで日本花きの展示 



日程 2020 年 9 月 8 日（火曜日）～2020 年 9 月 15 日（火曜日）  
一日中 

実施場所 https://www.flowers-expo.ru/en/v/flowersexpo/index.html 
・会社ごとのページ 

 

 
・商品の説明 

 

 
・ビデオチャット 

https://www.flowers-expo.ru/en/v/flowersexpo/index.html


 

 
 
 
 
 
・文字によるチャット 

 
 
・ページ閲覧数 



 

 
２）展示花き・使用花きの品目品種リスト 

ロシアにおいては、日本産花きの認知度が低いことがわかっていたので、 
比較的、日本産としては知名度の高い品目・いけばな花材を中心に展示を行った。 
注目度の高かった品種・品目はトルコキキョウ・グロリオサ・オンシジューム・デル

フィニウムであった。 
商品名称 品種名 産地 

 

あせび   東京都  
オンシジューム イエローエンジェル 静岡県  

グロリオサ ルテア 高知県  
グロリオサ オレンジハート 高知県  
グロリオサ カプリスロゼ 高知県  

グロリオサ サザンウィンド 高知県  
グロリオサ シンプレックス 高知県  

ストレリチア   沖縄県  
デルフィニウム スーパーシフォンブルー 北海道  
デルフィニウム スーパーシルキーホワイト 北海道  

デルフィニウム スーパーハッピーピンク 北海道  
デンファレ ムーンライト 沖縄県  

デンファレ リナホワイト 沖縄県  
トルコキキョウ ＮＦシュガーホワイト 長野県  



トルコキキョウ ＮＦマーモピンク 長野県  

トルコキキョウ ＮＦラベンダー 長野県  
トルコキキョウ フウガピンク 長野県  

トルコキキョウ 森の雫 長野県  
ふとい   沖縄県  
ハイドランジア アナベル（グリーン） 群馬県  

クルクマ ホワイトマリアージュ 福岡県  

 
 
３）－１ ＰＲ用の配布物、掲示物 

配布数量は 50 冊ほど用意。オンライン中心になると考え控えめにした。 
弊社作成の切り花カタログについてが、非常にわかりやすい内容であるとの感想をい

ただいた。おおむね好評であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤問い合わせ（商談）について 
・会期中の問い合わせ（商談）数   62 件 
・問い合わせ（商談）内容について 
 オランダから定期的に花を買っているので、オランダから買うことが可能かどうか。日

本からロシアまでの直接輸送するのは可能かどうか。日本の花のオファーリストがほしい

などのご意見をいただいた。 
  
 



 
・実施後の新規、既存内新規の商取引件数 3 件 
 何件か購入希望の声をいただけた。ただ価格面と言語による壁があるため取引先ととも

に検討していきたい。これから輸出の本格的なシーズンに入るので、秋からの輸出で実績

をつくりたい。 
 

⑥ＰＲの成果と今後の取り組み課題 
ブースの展示を通じて、ロシア国内の花き関係者に広く日本産切花の認知度をあげること

ができた。これを契機として、今回の事業で知り合うことができた、ロシア国内の仲卸業

者へ営業をかけ、輸出実績をつくりたい。今後は物流については、オランダ経由でトラッ

ク輸送してロシアまでのルートを検討する。 
 
⑦令和 2 年度の輸出取引額の見通し 
・令和元年度の輸出取引実績額（概算） 

 切り花   ０円 

 

・令和２年度の輸出取引見込額（概算） 

 切り花   ３，０００，０００円 

 

以上 



◎活動報告  
   
 
実施会員 株式会社 姫路生花卸売市場  
 
シンガポールでの日本産花きの販売促進 (オンラインに変更） 
 
① 目的 
東南アジアの物流や金融のハブとなっているシンガポール向けにオンライン展示会を実

施し、日本産花卉の魅力を伝え、PR するとともに、日本産花卉の認知と購買意欲を高め

輸出量の拡大を図る。 
また、日本産花卉を現地で普及、定着させるため、日本産花卉を使ったデモンストレーシ

ョンを実施し、その特徴や使い方を浸透させる。 
展示品目については、バレンタイン需要、旧正月需要に対する提案を行う。 

②実施内容 
・対象国 
シンガポール 

・対象品目 
花き 

・イベント名称 
The Online Exhibition & Business Meeting of Japanese Flowers 

・主催者の企業、団体名 
株式会社 姫路生花卸売市場 

・実施期間 
2021 年 1 月 26 日 

・実施会場 
姫路生花卸売市場 小会議室 

・対象者 
 シンガポール市街を中心とした花卉卸売業者及び小売業者 
・訴求内容 
バレンタイン需要、旧正月需要に向けた日本産花卉の紹介と日本産花卉を現地で普及、定

着させるため、日本産花卉を使ったデモンストレーションを実施し、その特徴や使い方を

浸透させる。 
・イベントの周知、ＰＲの方法 
 現地協力業者を通じて個別連絡による。また、SNS(Facebook、WhatsApp など)を使い、

告知した。 



 動画による日本産花卉の紹介、生産地の紹介、また、デザイナーによる日本産花卉を使用

したデモンストレーションによる PR を行った。 
・参加者の募集方法 

現地協力業者を通じて個別連絡による。メールフォームでの案内送信および

SNS(Facebook、WhatsApp など)を使い募集 
③実施体制 

渡航、参加した該当者、現地での協力会社について記載ください。 
・参加会員 

株式会社 姫路生花卸売市場  3 人 
・講師、デザイナー、アシスタント 

伊地知 肇／Flower smith ReiRi KOBE 
・現地の協力会社 
 
④実施結果 
１）－１ ＰＲ展示・デモンストレーション・セミナー内容 

日程 1／26（火曜日） 14：30～17：00 
1.展示(紹介) 
参加者数  10 名前後 
実施結果コメント（デモンストレーションの様子、参加者の客層、反応など） 
今回、コロナ禍によって現地渡航実施が困難なため、オンラインでの展示会に切り替

えて実施した。 
PR 展示については予め展示品種を動画に収め、配信する形式をとった。 

 
 



  
また、スイートピーの産地紹介動画として生産から市場への出荷までをまとめて配信した。 

  
 
2.デモンストレーション 
 テトに向けて日本産花卉を使用した比較的簡単に制作できる花束やアレンジメントを紹

介した。 
 使用した花材についても色合わせや品種の活かし方など使い方についても伝えた。 



  

    
２）展示花き・使用花きの品目品種リスト 

品目選定理由 
アジア圏への輸出実績がある品目を調べ、選定した。 
展示した日本産花きの反応、来場者から注目度の高かった品種、品目など 
ラナンキュラスやスイートピー、スカビオサなどに対する関心が高く、問い合わせも

あった。 
 



品目 品種  

ラナンキュラス ラックス アリアドネ  
ラナンキュラス シャルロット  

ラナンキュラス シャルロットオレンジ  
ラナンキュラス ポンポンハーマイオニー  

ラナンキュラス ポンポンシレンテ  
ラナンキュラス ポンポンルナ  
スカビオサ ちょんまげ市助・おりょう  

ラグラス バニーテール  
金仙花 オレンジスター  

ナタネ 江月  
花麦 -  

エピデンドラム ピンク  
エピデンドラム オレンジ  
枝物 コデマリ  

枝物 雪柳  
枝物 学草  

枝物 山茱萸  
スイートピー（染め） ゴシックブラウン  
スイートピー（染め） ゴシックブルー  

スイートピー（染め） ゴシックパープル  
スイートピー（染め） ゴシックオリーブ  

スイートピー（染め） ゴシックオレンジ  
スイートピー（染め） マゼンタピンク  

スイートピー（染め） ソフトオレンジ  
スイートピー（染め） バーガンディレッド  
宿根スターチス キノパッション  

SP カーネーション ミニティアラルナ  
SP カーネーション ミニティアラミルク  

SP カーネーション ミニティアラライラック  
SP カーネーション ミニティアラスパーク  
SP カーネーション ミニティアラエメラルド  

SP カーネーション ミニティアラスピネル  

 



⑤問い合わせ（商談）について 
ＰＲ事業は問い合わせについて、販路開拓事業は商談について、コメントをお願いします。 
・会期中の問い合わせ（商談）数 2 件 
・問い合わせ（商談）内容についてのトピックス 
 購入をする場合、直接購入できるのか、現地の卸売業者から購入する必要があるか問い合

わせがあり、現時点では現地卸売業者を通じて購入してもらいたいと考えていることを

伝えた。 
・実施後の新規、既存内新規の商取引件数 2 件 
・取引に関するトピックス 
 卸売業者について、今後、3 月を目処に取引を開始したいとの問い合わせがあり、先ずは

取引条件と各提案を品目の価格、運賃提案をすることとした。 
  
⑥ＰＲの成果と今後の取り組み課題 
 これまでに鉢物を中心とした日本産花卉の輸入は展開されているようで、日本産の切花

に関してもポテンシャルを感じているので提案と情報を要求された。 
ただ、アジア圏の国に見られるように旧正月での購入(仕入れ)一辺倒になっている感が否め

ないので、定期的且つ定量的に取引を進めたい旨を伝え、年間を通じて安定した販売につな

げるよう進めたい。 
 
 

以上 



〇活動報告  
 
実施会員  株式会社 姫路生花卸売市場   

 
 ベトナムハノイでの日本産切花の販売促進 (オンラインに変更） 

 
①目的 
現地で増えつつある富裕層へ花卉を販売している小売店、卸売業者を中心に展示会を通じ

て日本産花卉を PR し、日本産花卉の認知と購買意欲を高めて輸出量の拡大を図る。 
また、旧正月(テト)向けの需要喚起を促す。 

②実施内容 
・対象国 
ベトナム国 主にハノイ市 

・対象品目 
花き 

・イベント名称 
The Online Exhibition & Business Meeting of Japanese Flowers 

・主催者の企業、団体名 
株式会社 姫路生花卸売市場 

・実施期間 2020 年 12 月 25 日 
・実施会場 姫路生花卸売市場 小会議室 
・対象者  ハノイ市を中心とした花卉卸売業者及び小売業者 
・訴求内容 
旧正月(テト)需要に向けた日本産花卉の紹介と日本産花卉を現地で普及、定着させるため、

日本産花卉を使ったデモンストレーションを実施し、その特徴や使い方を浸透させる。 
・イベントの周知、ＰＲの方法 
 現地既存取引先を通じて個別連絡による。また、SNS(Facebook、Zalo など)を使い、告

知した。 
 動画による日本産花卉の紹介、生産地の紹介、また、デザイナーによる日本産花卉を使用

したデモンストレーションによる PR を行った。 
・参加者の募集方法 

現地既存取引先を通じて個別連絡による。メールフォームでの案内送信および

SNS(Facebook、Zalo など)を使い募集 
 
 
 



③実施体制 

・参加会員 
株式会社 姫路生花卸売市場  3 人 

・講師、デザイナー、アシスタント 
伊地知 肇／Flower smith ReiRi KOBE 

・現地の協力会社 
 
④実施結果 
１）－１ ＰＲ展示・デモンストレーション・セミナー内容 

日程 12／25（金曜日） 15：30～19：00 
1.展示(紹介) 
参加者数  20 名前後 
実施結果コメント（デモンストレーションの様子、参加者の客層、反応など） 
今回、コロナ禍によって現地渡航実施が困難なため、オンラインでの展示会に切り替

えて実施した。 
PR 展示については予め展示品種を動画に収め、配信する形式をとった。 
また、日本のガーベラ産地の紹介動画として生産から市場への出荷までをまとめて配

信した。 



 
 



 
2.デモンストレーション 
 テトに向けて日本産花卉を使用した比較的簡単に制作できる花束やアレンジメントを紹

介した。 
 使用した花材についても色合わせや品種の活かし方など使い方についても伝えた。 

 



  
２）展示花き・使用花きの品目品種リスト 

アジア圏への輸出実績がある品目を調べ、選定した。 
 
展示した日本産花きの反応、来場者から注目度の高かった品種、品目など 
桜をはじめとして木瓜、馬酔木など花木類に対する関心が高く、問い合わせもあっ

た。 
 
品目・品種リスト（表） 

品目 品種  

菊 フエゴダーク  

菊 アーセナルレッド  
菊 セイマレット  
サンダーソニア サンダーソニア  

ラナンキュラス 雪ん子  
ラナンキュラス フェラン  

ラナンキュラス キティラ  
ラナンキュラス ディーニュ  

ダリア エターニティロマンス  
アネモネ モナリザ MIX  
SP バラ ローズリーヌ  



SP バラ ミスティックサラ  

SP バラ 花乙女  
SP バラ ウエディングプラン  

SP バラ シーアネモネ  
枝物 啓翁桜  
枝物 馬酔木  

枝物 木瓜  
枝物 青文字  

日本水仙 日本水仙  
スイトピー サクラ  
スイトピー ネイビーブルー  

スイトピー パピーオレンジ  
スイトピー クリスタル  

スイトピー 黄  
ブルースター ピュアブルー  

ブルースター ブライダルルージュ  
トルコキキョウ セレブリッチホワイト  
トルコキキョウ セレブグレープ  

トルコキキョウ ボヤージュグリーン  
トルコキキョウ セレブクイーン  

グロリオサ サザンウインド  
ガーベラ ガーデンゴースト  
シンビジューム ディーライト  

シンビジューム レジェンド  
シンビジューム 愛子さま  

 
⑤問い合わせ（商談）について 
ＰＲ事業は問い合わせについて、販路開拓事業は商談について 
・会期中の問い合わせ（商談）数 5 件 
・問い合わせ（商談）内容についてのトピックス 
 主に旧正月に調達可能な桜、木瓜について、品質や対応可能数量に対する問い合わせがあ

った。 
・実施後の新規、既存内新規の商取引件数 1 件 
・取引に関するトピックス 



 今年の旧正月に購入したいとの問い合わせがあり、既存卸売会社を通じて対応すること

とした。 
⑥ＰＲの成果と今後の取り組み課題 
 これまでに他市場も様々な日本産花卉の PR を展開してきていたので、日本産花卉に関す

る認知度は上がってきていることを実感した。 
ただ、旧正月(テト)での購入(仕入れ)一辺倒になっている感が否めないので、定期的且つ定

期的に実施することで、夏秋季における安定した販売につなげるよう進めたい。 
 
 

以上 



◎活動報告  
 
実施会員  株式会社 姫路生花卸売市場 

 
 ベトナムホーチミンでの日本産切花販売促進 (オンラインに変更） 
 
①目的 
現地で増えつつある富裕層へ花卉を販売している小売店、卸売業者を中心に展示会を通じ

て日本産花卉を PR し、日本産花卉の認知と購買意欲を高めて輸出量の拡大を図る。 
また、旧正月明け以降、3 月 8 日の国際女性デーなどの需要喚起を促す。 

②実施内容 
・対象国 ベトナム国 主にホーチミン市 
・対象品目 花き 
・イベント名称 The Online Exhibition & Business Meeting of Japanese Flowers 
・主催者の企業、団体名 
株式会社 姫路生花卸売市場 

・実施期間 2021 年 2 月 16 日 
・実施会場 姫路生花卸売市場 小会議室 
・対象者  ホーチミン市を中心とした花卉卸売業者及び小売業者 
・訴求内容 
旧正月明け以降、3 月 8 日の国際女性デーなどの需要に向けた日本産花卉の紹介と日本産

花卉を現地で普及、定着させるため、日本産花卉を使ったデモンストレーションを実施し、

その特徴や使い方を浸透させる。 
・イベントの周知、ＰＲの方法 
 現地既存取引先を通じて個別連絡による。また、SNS(Facebook、Zalo など)を使い、告

知した。 
 動画による日本産花卉の紹介、生産地の紹介、また、デザイナーによる日本産花卉を使用

したデモンストレーションによる PR を行った。 
・参加者の募集方法 

現地既存取引先を通じて個別連絡による。メールフォームでの案内送信および

SNS(Facebook、Zalo など)を使い募集 
 
 
 
 
 



③実施体制 

・参加会員 株式会社 姫路生花卸売市場  2 人 
・講師、デザイナー、アシスタント 

伊地知 肇／Flower smith ReiRi KOBE 
・現地の協力会社 
 
④実施結果 
１）－１ ＰＲ展示・デモンストレーション・セミナー内容 

日程 2／16（火曜日） 15：00～18：00 
1.展示(紹介) 
参加者数  15 名前後 
実施結果コメント（デモンストレーションの様子、参加者の客層、反応など） 
今回、コロナ禍によって現地渡航実施が困難なため、オンラインでの展示会に切り替

えて実施した。 
PR 展示については予め展示品種を動画に収め、配信する形式をとった。 
 

 



 
また、日本のスイートピー産地の紹介動画として生産から市場への出荷までをまとめて配

信した。 

 

 
2.デモンストレーション 
 テトに向けて日本産花卉を使用した比較的簡単に制作できる花束やアレンジメントを紹

介した。 
 使用した花材についても色合わせや品種の活かし方など使い方についても伝えた。 



 

  

 

２）展示花き・使用花きの品目品種リスト 
品目選定理由 
これから春にかけて出荷が継続される品目、季節感がある品目、オリジナリティがあ

る品種を選定した。 
 



展示した日本産花きの反応、来場者から注目度の高かった品種、品目など 
花物では染めのスイートピー、ほかに草花のラグラス、スカビオサなどナチュラルな

感じの植物に関心があった。 
 
品目・品種リスト 

品目 品種  

ラナンキュラス ラックス アリアドネ  

ラナンキュラス シャルロット  
ラナンキュラス シャルロットオレンジ  
ラナンキュラス ポンポンハーマイオニー  

ラナンキュラス ポンポンシレンテ  
ラナンキュラス ポンポンルナ  

スカビオサ ちょんまげ市助・おりょう  
ラグラス バニーテール  

金仙花 オレンジスター  
ナタネ 江月  
花麦 -  

エピデンドラム ピンク  
エピデンドラム オレンジ  

枝物 コデマリ  
枝物 雪柳  
枝物 学草  

枝物 山茱萸  
スイートピー（染め） ゴシックブラウン  

スイートピー（染め） ゴシックブルー  
スイートピー（染め） ゴシックパープル  

スイートピー（染め） ゴシックオリーブ  
スイートピー（染め） ゴシックオレンジ  
スイートピー（染め） マゼンタピンク  

スイートピー（染め） ソフトオレンジ  
スイートピー（染め） バーガンディレッド  

宿根スターチス キノパッション  
SP カーネーション ミニティアラルナ  
SP カーネーション ミニティアラミルク  



SP カーネーション ミニティアラライラック  

SP カーネーション ミニティアラスパーク  
SP カーネーション ミニティアラエメラルド  

SP カーネーション ミニティアラスピネル  

 
 
⑤問い合わせ（商談）について 
ＰＲ事業は問い合わせについて、販路開拓事業は商談について。 
・会期中の問い合わせ（商談）数 3 件 
・問い合わせ（商談）内容についてのトピックス 
 現地 EC ショップオーナーから、オランダ産のチューリップより日本産のチューリップ

を積極的に販売していきたいので取扱可能な品種リストが欲しい。また品質や対応可能

数量に対する問い合わせがあった。 
・実施後の新規、既存内新規の商取引件数 1 件 
・取引に関するトピックス 
 昨年、ではあるが日本産のシャクヤクを購入した。今年は弊社から買いたいとの問い合わ

せがあり、既存卸売会社を通じて対応することとした。 
 
⑥ＰＲの成果と今後の取り組み課題 
 ベトナム向けの販売について、旧正月需要での購入に集中しているので、定期的に季節の

花の情報を発信することで、まずは旧正月明けすぐに迎える国際女性デーへの提案をすす

め、その後夏秋季における安定した販売につなげるよう進めたい。 
 
 
 

以上 
 



事業実施報告 
 
.ベトナムハノイ・日本産植木盆栽の展示・販売促進(秋)  (オンラインに変更） 
 
実施会員名  大樹株式会社   
 
※本事業は当初「ベトナムハノイでの日本産植木盆栽の展示・販売促進事業（秋）」がコロ

ナウィルスの影響により渡航が困難なため商談会をオンラインで実施するよう計画を変更

して実施 
 
■タイトル 現地パートナー連携商談会@ベトナムハノイ秋 オンライン開催 
① 目的 
まだ輸出実績の少ない植木のベトナムの生産地での植木の PR 活動と販路の開拓。 
今回は入国が難しいベトナムバイヤーに向けて日本産植木商品ライブ配信とオンラインで

の商談会を開催することで、日本の植木の PR と具体的な販売につなげる 
 
② 実施内容 
・対象国：ベトナム 
・対象品目：植木（マキ） 
・主催者の企業、団体名：大樹株式会社 
・実施期間：2020 年 2 月 25 日、26 日 
・実施会場：大阪 
・対象者：ベトナム植木バイヤー 
・訴求内容：日本産植木の PR 
・イベントの周知、ＰＲの方法： 

インターネット広告、Facebook、現地 SNS を利用した宣伝 
 
③ 実施体制 

参加者 大樹株式会社 １名 
 
④ 実施結果 
１） 準備 
 広告用 web ページを準備し google などで 1 週間前より広告掲載 
事前に参加したい人にはベトナム人が一番利用している SNSzalo を用いてベトナム現地の

通訳が連絡をとる。 
事前に現地通訳とは日本庭園や日本植木についての知識を共有し、お客に対して正しい解

説が出来るように勉強会を開いた。 
 



 

 
 
 
 
 
 
  



告知用 Web サイト 
（広告） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２）当日：オンライン配信  
ベトナム人通訳を交えてのオンライン商談会の様子 実施内容：大阪の日本産マキ圃

場でベトナムに向けて LIVE 配信を開始。のべ 3000 人の人が閲覧 
 
９時 AM 第 1 回目の配信を開始 
11 時 AM 第 2 回目配信開始 
12 時 AM 第 3 回目配信開始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２） 問い合わせには現地ベトナム通訳が応答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
4)後日 
現在 5 社と商談中、今年中に出荷できるように交渉中 
 
 
 
                                    以上 
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